
「天の故郷にあこがれて」         2026 年 10月 08日 

この人たちは皆、信仰を抱いて死にました。約束のものは手にしませんでしたが、はる

かにそれを見て喜びの声を上げ、自分たちが地上ではよそ者であり、滞在者であることを

告白したのです。彼らはこのように言うことで、自分の故郷を求めていることを表明して

いるのです。もし出て来た故郷のことを思っていたのなら、帰る機会はあったでしょう。

ところが実際は、彼らはさらにまさった故郷、すなわち天の故郷にあこがれていたのです。

だから、神は彼らの神と呼ばれることを恥となさいません。事実、神は、彼らのために都

を準備されておられたのです。（ヘブライ 11:13 ～ 16） 

 

著者は、「この人たちは皆、信仰を抱いて死にました。約束のものは手にしませんでし

たが」と書いている。「この人たち」とは、今まで述べて来たアベル、エノク、ノア、ア

ブラハムのことである。彼らは神を信じ、神と共にある信仰に生きたが、約束のものを手

に入れずに死んだと言う。信仰者は神を信じ、神と共にあることを喜び、死を受容して生

涯を全うしていく。彼らは「約束のものは手にしませんでした」とは、大祭司イエスの血

によって罪が贖われ、恵みの御座に近づく救い、また、主イエスが再臨する終末時に完成

する「神の国」に迎えられる喜びを、わが手に入れることはできなかったことである。彼

らは約束されたものを得ずに、生涯を終えたと言っている訳である。しかし彼らは、これ

らの救いと約束を遥かに望み見て、既に与えられたと信じて、喜びの声を上げた。それを、

自分たちが地上ではよそ者であり、滞在者であることを告白し、真の故郷を目指して、喜

び、生きていることで、「約束のものを与えられる」と言い表しているのである。「よそ

者」とは、一時的に寄留している者で、「滞在者」とは、仮住まいしている人、旅人のこ

とである。彼らは故郷があるから、帰ろうと思えば、戻るのに良い機会もあったかも知れ

ない。しかし、彼らが目指す故郷は、地上の故郷ではなく、天の故郷であった。著者はそ

の信仰を、「ところが実際は、彼らはさらにまさった故郷、すなわち天の故郷にあこがれ

ていたのです」と言う。地上では、不安定で保障のない、よそ者、滞在者であるが、彼ら

は帰るべき確かな天の故郷をあこがれ、望み見た。終末時に与えられる「神の国」に入る

歓喜を仰ぎ見ていた。それ故に、彼らはこの世に執着せず、自由と愛に生きたのである。

神は、彼らの神と呼ばれることを受け入れ、彼らのために天の都を準備し、迎え入れてく

ださった。よそ者、滞在者だが、この世を蔑み、どうでもよいこととして軽視したのでは

ない。神を信じる者は帰るべき天の故郷を信じるから、その「信仰によって」この世に真

剣に関わる。神に問い、従う者は、神に愛されているように隣人を愛し、この世と責任的

に関わって生きるのである。そのキリスト教倫理は、後半に具体的に述べられている。 

私の義母は、幼い時に母を亡くし、通っていた教会の日曜学校で天の神に祈ることを覚

え、洗礼を受け、神学校に進学した。やがて、牧師と結婚した。牧師は神の導きの中、い

くつかの教会に赴任した。伝道、牧会する牧師の夫を支え、遣わされた所には、どこへで

も行く。義母は、「地上では旅人」が口ぐせで、よそ者、滞在者であることを、身をもっ

て自認していた。地上の生活は、神の導きのまま、置かれた場で、懸命に生きる。しかし、

帰るべき天の故郷がある。義母は、天の故郷をあこがれる信仰によって、意義深い生涯を

送った。著者は、キリスト者は、神が用意してくださっている天の故郷を信じ、あこがれ、

今をひたすらに生きることであると勧めている。 


